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メッセージ 

 今の研究は主に中国語の空間方位詞の「前/後/左/右/上/下」等の表現付き

の時間表現の背後の中国語話者の時間認識/認識プロセスを研究している。言

い換えると，空間方位詞付きの時間詞を出発点として，その背後にある人間の

時間認識のあり方(人間はどのように時間を認識するのか)について検討する。

本研究ではそれらの方位詞付きの時間詞を 3 つのパターン(「前後」付きの「前

後」のパターン，「左右」付きの「左右」パターン，「上下」付きのパターン)に

分けられ，結果として，「前後」のパターンの表現には時間メタファーが機能

し，「左右」のパターンの表現は文化に起因するところがあり，「上下」パター

ンには順序メタファーが働くという結論を提案することになることが見込ま

れている。 

更新日 2019 年 7 月 24 日 


